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 西村山地区の県立高校の再編整備計画に係る地域説明会 

＜西川町会場＞ 記録概要 

 

１ 日 時 平成 23年 1月 26日（水）19：00～20：15 

２ 場 所 西川交流センター「あいべ」 

３ 出席者  

  地域の方々 22名 

  県教委   高校教育課長、高校改革推進室長、高校改革専門員、高校改革主査 

４ 内 容   室長から再編整備計画の骨子の説明後、質疑応答 

５ 質疑応答概要 

（質問・意見） 

○ この計画は平成 25年度からの実施であるが、平成 23年度、24年度に入学する生徒へ

の対応はどのようになるのか。 

○ 例えば、１年生の時は現行の通りで、２年生から計画にあるような科目を選択して学

べることは可能になるのか。 

（県教委） 

○ 平成 23年度、24年度に高校に入学する生徒は、現行のカリキュラムで卒業まで学ぶ

こととなる。 

○ 平成 25年度は、１年生は再編整備計画に基づいた新しいカリキュラム、２、３年生は、

現行のカリキュラムとなる。 

（質問・意見） 

○ 西村山地区から他地区の高校へ進学している状況、また、他地区から当地区に進学し

ている状況を教えて欲しい。 

（県教委） 

○ 当地区の中学校卒業者の約 45％が、東南村山地区の高校へ進学し、約 50％が当地区の

高校へ進学している。なお、東南村山地区の中学校卒業者数の約 5％が当地区の高校に

進学している。 

（質問・意見） 

○ 当地区の各高校の充足率はどのような状況か。 

（県教委） 

○ 今年度の入試における定員に対する入学者数の割合、いわゆる充足率は、寒河江高校

100％、寒河江工業高校 91.3％、谷地高校 98.3％、左沢高校 85％となっている。 

○ 最近の傾向は、寒河江高校普通科は毎年充足しているが、その他の高校は定員割れの

状況にある。 

（質問・意見） 

○ 当地区の各高校では定員割れの状況にあるようであるが、本県の公立高校入試では２

次募集を行っていない。他県では公立高校でも２次募集を行って定員を満たしているよ

うであるが、県の方針として２次募集は行っていないのか。 

（県教委） 

○ 公立高校の入学定員を定めるに当たっては、中学校卒業者数の推移を踏まえながら、

私立高校との関係を考慮しながら検討している。 

○ このことから、定員を定め、定員に満たさなかったからといって、さらに生徒を募集
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する２次募集は行っていない。 

（質問・意見） 

○ 左沢高校総合学科に農業に関する系列を設置する方針のようであるが、谷地高校商業

科が募集停止になった経過を踏まえ、商業に関する系列を設置する計画はあるのか。 

（県教委） 

○ 総合学科の系列については、３学級規模であるので四つ程度の系列の設置が考えられ

る。 

○ 現在示している農業に関する系列の他は、生徒の進路希望の実情や学校経営の方針、

現在の教育のよさを活かすことも考えて検討していきたい。 

○ 現在の左沢高校における生徒の進路状況は、就職希望者から大学進学希望まで多様な

進路希望であるので、多様な進路希望に対応できる系列の設置を検討していきたい。 

○ なお、左沢高校には現在も商業科の教員がおり、商業に関する科目も開設している。 

（質問・意見） 

○ 平成 25年度に高校に入学する現在の中学１年生は、２年生になる来年度から、進路に

関する学習の中で、各高校の教育内容や特色について調べ学習を行うことが考えられる。

具体的な教育内容や特色がわかるのはいつになるのか。 

（県教委） 

○ 一般的に具体的なカリキュラムを示すことができるのは、前年度の６月頃と考えられ

る。 

○ 中学生や保護者には、中学校を通しなるべく早く情報を提供したいと考えている。ま

た、キャンパス制や単位制、総合学科など新しい制度の導入もあるので、丁寧に説明し

てまいりたい。 

以上 


